
玉川地域

世田谷区都市整備方針第二部「地域整備方針」

「アクションエリアの方針」に係る
区の取組み状況

（平成27年4月～令和5年1２月）

世田谷区
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策定時（平成２７年４月時点） 現在（令和５年１２月時点）

玉川地域 アクションエリアの動向
→表紙に戻る※右図内の地区名を押すと該当ページに移動できます。
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玉川地域 アクションエリアにおける主な取組み

スライド１１

スライド１１

スライド１１

スライド５ スライド９ スライド１２

スライド９

P.５
（九品仏）

P.7
（玉川野毛町）

スライド７

スライド８

スライド８

→表紙に戻る
※青枠の解説文や写真を押すと該当ページに移動できます。
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

① 奥沢駅・自由が丘駅周辺地
区

●

○奥沢と自由が丘それぞれの特性を活かしなが
ら、商店街の壁面後退や連続性の確保などによ
る、回遊性のある、歩いて楽しいまちの実現を
図ります。

■奥沢二・五丁目北地区地区計画で、１階の用途を店舗に誘導する用途制限や、オープンスペースの確
保のために壁面後退を定め、にぎわいの連続する商店街づくりを行っています。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計２０件
■「奥沢1～3丁目等界わい形成地区～みどりと人がつなぐおくさわの風景づくり～」を指定し、奥沢
の風景を守るため樹木の伐採や建物の色彩に制限を設けています。

○建築物の共同化などの手法を活用して歩行空
間やみどり空間の確保に努めるとともに、交通
結節機能を強化し、駅と一体となった活気ある
拠点を形成します。

■㈱ジェイスピリットや目黒区が主体となり「自由が丘グランドデザイン」、「自由が丘駅周辺地区都市基
盤整備構想」を策定した。この検討に世田谷区はオブザーバ及び検討メンバーとして参加しました。

■安全で快適な歩行空間の確保のため、奥沢駅前で道路を拡幅し無電柱化のモデル路線として整備を
行っています。

■「奥沢1～3丁目等界わい形成地区～みどりと人がつなぐおくさわの風景づくり～」を指定し、奥沢の
風景を守るため樹木の伐採や建物の色彩に制限を設けています。

○自由が丘駅周辺の駐輪施設の拡張やレンタサ
イクルポートの整備の検討を進め、自転車利用
環境の向上を図ります。

■自転車を活用した新たな移動手段の一つとして、民間シェアサイクルの普及を推進しています。

○奥沢駅周辺は、コミュニティの核となる駅前空
間や公共施設の再整備を進めるなど、災害に強
く安全な拠点の実現を図ります。

■奥沢駅の新駅舎が完成し、踏切を渡る連絡デッキが設置されました。
■駅前広場の将来のあり方を検討するため、区民の方々へのヒアリングや駅前広場の交通状況調査を
行いました。

■都市防災機能の強化のため、奥沢駅前で道路を拡幅し無電柱化のモデル路線として整備を行ってい
ます。

■奥沢センタービル・三敬ビルの耐震改修に向けて、調整を行っています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

①奥沢駅・自由が丘駅周辺地区での取組み

奥沢二・五丁目地区の街並み

■「奥沢二・五丁目北地区地区計画」に基づくにぎわい
の連続する商店街づくり

■奥沢駅駅舎の改良工事に伴う連絡デッキの設置（R4完成）

奥沢駅 連絡デッキ

■「奥沢１～３丁目等界わい形成地区」の指定（R４）

界わい形成地区の区域 （出典：風景づくりの手引き
－奥沢1～3丁目等界わい形成地区－）

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

② 上野毛駅・中町周辺地区

●

○上野毛駅周辺は商店街の連続性の確保、歩行
空間の充実などにより活気ある商店街の形成を
めざすとともに、地区に相応しい商店の立地を
進め、近隣の住宅地に配慮した商店街の形成を
図ります。

■中町上野毛通り沿道地区地区計画で、歩行空間の確保のため壁面の後退や、近隣の住宅地への配慮
のため建物の高さや塀の設置を制限しています。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計１５件

○豪雨・浸水対策を推進し、水害に強い街づくり
を進めます。

■東京都は、谷沢川流域の浸水被害を防ぐため、環八通り等の地下にトンネル構造の「谷沢川分水路」
の工事を進めています。世田谷区は、事業が円滑に進むよう東京都と連携・調整を図っています。

③ 九品仏駅周辺地区

●

○区民に身近な商店街の形成や、駅前空間の整
備を図るとともに、みどりの多い周辺環境と調
和した住環境の形成を図ります。

■風致地区の区域内では、ゆとりある住環境を守るため壁面の後退や建物の高さが制限されています。
また、みどりを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

■国分寺崖線保全地区の区域内では、みどりを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

②上野毛駅・中町周辺地区での取組み
流域対策推進地区

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

■「中町上野毛通り沿道地区地区計画」の策定（H１）

→表紙に戻る

（出典：地区計画パンフレット）
5

106



地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

④ 桜新町駅周辺地区

●

○サザエさん通りや長谷川町子美術館などの地
域資源を活かしながら、街なみと調和し、歩いて
買い物がしやすい商店街づくりを進めます。

■「ショッピング・プロムナード整備事業に伴う桜新町における街づくりに関する取り決め」を基に、桜新
町街づくり協定を制定し、区に登録しています。協定には壁面の後退やユニバーサルデザインを盛り
込み、区民主体で歩いて買い物がしやすい街づくりを進めています。

■世田谷区と商店街でショッピング・プロムナード道路の維持管理に関する協定書を結び、安全で快適
な歩行者空間を維持しています。

○準工業地区において生産環境の保全とともに
住環境と調和した住工共生の街づくりを進め、
地区全体において住・商・工のバランスのとれた
まちの形成を図ります。

■住環境と操業環境が調和した住工共生のまちづくりを推進するため、世田谷区準工業地域における
工業用地保全及び共同住宅等の建築に関する指導基準による協議を行っています。

■ものづくり産業を営む事業所有志、公益社団法人世田谷工業振興協会、桜新町町会、桜新町商店街
振興組合、世田谷区などにより継続的に意見交換を行っており、桜新町ものづくりの魅力発見ツアー
（年1回）や桜新町準工業地域事業所マップの作製等を行っています。

■桜新町の事業所有志による操業環境と居住環境が調和したまちづくりの実現に向けて継続的に話し
合う「場」である「住工共生まちづくりワーキング」を平成２３年度に立ち上げ、昭和女子大学田村研究
室の協力を得て継続的に実施しています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

④桜新町駅周辺地区での取組み

桜新町区民街づくり協定の範囲

■「桜新町街づくり協定」の制定及び区民街づくり協定への登録(H26)

桜新町の街並み

第１条
乙（建築主等）がサザエさん通り及び旧玉川通りに面して新築、増改築および
改装する時は下記事項を厳守すること。
①甲（商店街）に申し出て、事前調整協議をおこなうこと。
②建物の１階部分は道路境界線より 1 ｍ以上壁面後退すること。
③壁面後退した部分は前面の歩道との連続性を確保すること。
④建物の１階部分は店舗とし、商店街にふさわしい業種とすること。

第３条
良好な環境を維持するために、乙は下記事項を厳守する。 ①商品・袖看板・置
き看板・ワゴン・ショーケース・自動販売機等は自店の敷地内に設置し、決し て
道路等に設置しないこと。 ②シャッターのシースルー化やシャッターのデザイ
ンを工夫するなどして、閉店後も街のにぎわいに寄与すること。 ③乙は店前
の歩道及び車道の清掃を毎日行うこと。

第4条
高齢者、障がい者、車いすの利用者、子ども連れなど、誰もが使いやすいよう
に入口の幅や通路幅の確保、段差の解消等を行うこと。

協定の内容（一部抜粋）
※区HPより

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑤ 新町・駒沢四丁目地区

●
〇幅員６ｍ以上の道路ネットワークの形成、建築
物の不燃化などにより、災害に強い街づくりを
進めるとともに、防犯の視点を考慮した、安全で
快適な住環境の形成を図ります。

■準防火地域の指定がされ、火災や延焼に強い建物が建てられています。

⑥ 瀬田五丁目周辺地区

●

○地区計画に基づき、区画道路などの都市基盤
整備を進めながら、農業公園を中心にした農の
ある風景の保全とみどり豊かな住宅地の形成を
図ります。

■西部地域大蔵・岡本・鎌田・瀬田地区地区計画や地先道路の計画に基づき、６ｍ道路の整備が進めら
れています。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計１２３件
■農地保全方針に基づく農地保全重点地区に指定され、農地の保全に取り組んでいます。
■世田谷の農の文化や風景、環境を継承するため、瀬田農業公園（分園）を平成28年に開園し、令和5
年には拡張整備・開園しました。

⑦ 玉川野毛町公園周辺地区

○

○野毛三丁目から等々力渓谷へと連なるみどり
空間の一層の充実・保全を図るとともに、住宅
地においては環境と調和した住宅地の形成を図
ります。

■玉川野毛町公園の拡張が進められています。国分寺崖線のみどりを守りながら、交流施設などを備え
た公園づくりを進めています。

■都営野毛町アパートの建替えに伴い、野毛一丁目西部地区地区計画を策定しました。みどり豊かな環
境を守るための緑地や、ゆとりある住環境を守るため、壁面後退や全方位斜線の制限が設けられて
います。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H2８年12月～R5）は累計３件
■野毛三丁目崖線地区周辺緑地保全方針に基づき、緑地の保全を行っていきます。
■風致地区の区域内では、ゆとりある住環境を守るため壁面の後退や建物の高さが制限されています。
また、みどりを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

■国分寺崖線保全地区の区域内では、国分寺崖線の景観を守るため、大規模な階段状の建物を制限し
ます。また、みどりを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

■風景づくり条例の水と緑の風景軸では、国分寺崖線の風景を守るため、外壁の色彩の制限などを設
けています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

⑥瀬田五丁目周辺地区での取組み

瀬田農業公園の畑

■瀬田農業公園（分園）開園（H２８）、
拡張整備（R５）

（区HPより）

⑦玉川野毛町公園周辺地区での取組み

計画図

（出典：地区計画パンフレット）

■「野毛一丁目西部地区地区計画」の策定（H28）

都営住宅団地の建替に伴い、地区計画を策定
し、みどり豊かな環境を守るための緑地や、防
災やコミュニティ形成のための広場・歩道状空
地が配置されました。（出典：玉川野毛町公園拡張事業

公園づくりニュース）

■玉川野毛町公園の拡張整備（事業中）

公園の整備イメージ

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑧ 等々力駅・尾山台駅周辺地
区

●

○等々力駅周辺は、地域行政の中心としての役
割や、等々力渓谷を有する観光拠点であること
を踏まえ、交通結節機能を強化するとともに、
住・商のバランスがとれ、周辺の豊かな自然環境
にも配慮した、住民にも来街者にもやさしいみ
どり豊かなまちの実現を図ります。

■コミュニティバスの等々力・梅ヶ丘路線（等１３系統）について、本格運行を開始しました。平成31年に
は、田園都市線駒沢大学駅を経由するルートの変更を行い、さらに便利になりました。

■観光拠点である等々力駅に「がやリン」のポートを設置しています。利用を推進するため、サイクル
マップの配布なども行っています。

■風致地区の区域内では、ゆとりある住環境を守るため壁面の後退や建物の高さが制限されています。
また、みどりを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

○玉川総合支所が災害対策拠点であることを踏
まえ、大井町線の立体化と等々力大橋（仮称）の
建設を促進し、災害時の人や物資の円滑な移動
空間の確保を図ります。

■等々力大橋（仮称）の工事が円滑に進められるように、地域への適切な情報提供を行うよう東京都に
働きかけました。

■令和５年度より、世田谷区と目黒区でプロジェクトチームを結成し、大井町線・東横線の鉄道立体化に
係る調査、検討等を実施しています。

○尾山台駅周辺地区は商店街の連続性の確保
や、建築物の共同化などによるオープンスペー
スの確保により歩いて楽しいまちの実現を図り
ます。

■尾山台三丁目地区地区計画や商店街の街づくり協定で、１階の用途を店舗に誘導する用途制限や、
オープンスペースの確保のために壁面後退を定め、にぎわいの連続する商店街づくりを行っていま
す。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計３件
■世田谷区と商店街でショッピング・プロムナード道路の維持管理に関する協定書を結び、安全で快適
な歩行者空間を維持しています。

■尾山台駅周辺地区市街地総合再生計画により、再開発や共同化を行い、歩道空間やオープンスペー
スの確保を誘導します。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

⑧等々力駅・尾山台駅周辺地区での取組み

■コミュニティバスの運行（H29運行開始）

（区HPより）

バスルート

※地形図は国際航業（株）が著作権を保有しています

至梅ヶ丘駅

■玉川総合支所庁舎の建替え（R3完成）

災害対策拠点である玉川総合支所庁舎の建替えが完了し、
非常用電源や飲用可能な地下水システム等の災害対策機
能が備えられました。

■地区計画や街づくり協定に基づく尾山
台駅周辺の街づくりの実施

ハッピーロード尾山台
玉川総合支所

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る

8
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑨ 馬事公苑周辺地区

○

○馬事公苑一帯が広域避難場所であることを踏
まえ、災害時に円滑な避難ができるよう、大規
模敷地を中心に避難上有効なオープンスペース
を確保するとともに、周辺の不燃化や安全対策
を進めます。

■上用賀公園の整備と東京都住宅供給公社用賀住宅の建て替えに伴い、上用賀四丁目地区地区計画を
平成２９年に策定しました。防災性の向上のため、広場や歩道状空地が設けられています。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H29年3月～R5）は累計１０８件
■国立医薬品食品衛生研究所の移転を契機に、令和２年に上用賀一丁目地区地区計画を変更しました。
オープンスペース確保のため建蔽率の制限を設け、避難上有効な区画道路、広場や歩道の新設が計
画されています。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計４０件
■上用賀公園の隣地約3.1haを取得し、公園の拡張整備のため基本計画を令和５年に策定しました。区
の防災拠点としての機能を備えた施設を整備予定です。

○豪雨・浸水対策を推進し、水害に強い街づくり
を進めます。

■世田谷区豪雨対策行動計画で、本地区を含む『用賀３、４丁目・上用賀地区』を「流域対策推進地区」に
位置付け、一部の公共施設に対する対策を強化するほか、民間施設に対する雨水浸透施設設置助成
の上限額を引き上げて取り組んでいます。

■東京都は、谷沢川流域の浸水被害を防ぐため、環八通り等の地下にトンネル構造の「谷沢川分水路」
の工事を進めています。世田谷区は、事業が円滑に進むよう東京都と連携・調整を図っています。

■上用賀公園に雨水貯留槽やレインガーデン（窪地）を設置しました。拡張用地においても、雨水流出抑
制施設の整備が計画されています。

■上用賀四丁目地区地区計画および上用賀一丁目地区地区計画で、雨水流出抑制施設の整備を促進し
ています。

○馬事公苑を中心にみどり空間の一層の充実・
保全を図ります。

■上用賀公園の隣地約3.1haを取得し、公園の拡張整備のため基本計画を策定しました。さまざまな
みどりの創出と、既存の樹林の保全が計画されています。

○防災・減災対策に加え、これまで培ってきたみ
どり豊かで良好な街なみの維持・保全を図りま
す。

■上用賀四丁目地区地区計画で、既存樹木の保全と緑化を誘導しています。また、防災性の向上のため、
塀の設置を制限しています。

■上用賀一丁目地区地区計画で、壁面の後退や塀の設置を制限し、緑化を誘導することで圧迫感等に
配慮したみどり豊かな街並み形成に努めています。

○主要生活交通軸である世田谷通りや、用賀中
町通り沿道などにおいては、地域における生活
利便施設の誘導を図ります。

■上用賀四丁目地区地区計画区域内の世田谷通り沿道では、用途の制限によりマージャン屋やぱちん
こ屋、射的場、勝馬投票券発売所などの立地を制限し、生活利便施設の誘導を図っています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

■「上用賀四丁目地区地区計画」の策定（H29）

地区施設の配置図

⑨馬事公苑周辺地区での取組み

（出典：地区計画パンフレット）

■「上用賀公園拡張事業基本計画」の策定（R5）

（出典：上用賀公園拡張事業公園づくりニュース）ゾーニング図

ワークショップとオープンパーク等による計画の検討

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑩ 東玉川・奥沢地区

●

○災害や犯罪に強く、みどり豊かでゆとりのあ
るまちを形成するため、幅員６ｍ以上の道路ネッ
トワークの形成、オープンスペースの確保、建築
物の不燃化、隣棟間隔の確保に加え、住宅街へ
の通過交通の進入防止やスピードの抑制、道路
と宅地の相互が見通せる生活道路の検討など
を進めます。

■奥沢駅周辺にて、基礎調査を実施しました。
■車の住宅街でのスピード抑制のため、令和２年に奥沢３丁目の一部で面的に速度制限をする「ゾーン
３０」規制が導入されました。

■「奥沢1～3丁目等界わい形成地区～みどりと人がつなぐおくさわの風景づくり～」を指定し、奥沢の
風景を守るため樹木の伐採や建物の色彩に制限を設けています。

⑪ 東深沢商店街地区

●

○商店街がにぎわいとコミュニティの中心とな
るよう、商店の連続性の確保や建築物の共同化
などの手法を活用したオープンスペースの充実、
みどりの創出を図ります。

■商店街の街づくり協定で、１階の用途を店舗に誘導する用途制限や、オープンスペースの確保のため
に壁面後退を定め、にぎわいの連続する商店街づくりを行っています。

■世田谷区と商店街でショッピング・プロムナード道路の維持管理に関する協定書を結び、安全で快適
な歩行者空間を維持しています。

○狭あい道路の拡幅整備を促進し、災害に強い
安全な街づくりを進めます。

■建て替え時に世田谷区と協議を行い、狭あい道路の拡幅を誘導・整備しています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

⑩東玉川・奥沢地区での取組み

■「奥沢１～３丁目等界わい形成地区」の指定（再掲）

界わい形成地区の区域

（出典：風景づくりの手引き－奥沢1～3丁目等界わい形成地区－）

東深沢エーダンモールの街並み

⑪東深沢商店街地区での取組み

■街づくり協定に基づく街づくりの実施■ゾーン３０規制の導入（R2）

規制対象の区域 （区HPより）

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る

10

111



地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑫ 二子玉川駅周辺地区

●

○広域生活・文化拠点として、にぎわいや魅力、
良好な環境を維持し、地域活力の増進と地域の
発展を図るため、区民・事業者・区が連携して、
駅の東西でバランスのとれた一体的な街づくり
の取り組みを進めます。

■平成１２年に二子玉川東地区再開発地区計画が策定され、広場・公園・区画道路・敷地内通路や建築物
の用途の制限や容積率の最高・最低限度、建蔽率の最高限度、壁面の位置の制限などを定めました。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計２件
■二子玉川駅東側において、地元発意の市街地再開発事業が完了しました。商業施設、業務施設、住宅、
道路等が整備され、広域生活・文化拠点にふさわしい魅力ある街づくりが行われました。

■地元町会と地元企業で構成されるエリアマネジメント団体「二子玉川エリアマネジメンツ」が設立され、
行政と連携したまちづくりに取り組んでいます。令和２年には都市再生推進法人に指定され、占用特
例などを活用し様々なまちづくり活動を行っています。

○居住者・来街者・就業者など多くの人が文化・
芸術・健康・スポーツに親しめる交流の場づくり
を進めるとともに、豊富な自然資源を活かし、安
全で快適にまちなかを散策・回遊できるまちの
形成を図ります。

■令和２年に二子玉川エリアマネジメンツの提案により都市再生整備計画を策定し、多摩川の水辺を
活用したキッチンカー事業やアウトドアオフィス事業を実施し、にぎわいの創出や交流の場づくりを
進めています。

■二子玉川東地区再開発地区計画と二子玉川東地区第一種市街地再開発事業により、二子玉川駅か
ら二子玉川公園まで安全に散策できる歩行者通路や広場が整備されました。また、区画道路を無電
柱化し、快適な歩行空間を創出しました。

■二子玉川地区交通環境浄化推進協議会、東京急行電鉄（株）、セグウェイジャパン（株）は、二子玉川地
区における交通安全マナー普及啓発などを目的に、平成 28 年から平成 30 年まで、次世代モビリ
ティである「セグウェイ」（搭乗型移動支援ロボット）の街中ツアーを実証運行しました。

■令和２年より、二子玉川における民間シェアサイクル実証実験が開始されました。

○多摩川沿いの二子橋から上流側の地区では
堤防整備を促進するなど、水害に強い街づくり
を進めます。また、兵庫島周辺や二子玉川公園
と連続した水際環境の整備など、みどりとみず
のネットワークづくりを進めます。

■令和2年11月より、これまで堤防がなかった二子玉川地区における堤防の整備が進められています。
令和６年３月の整備完了を目指しています。

■二子玉川地区水辺地域づくりワーキングを継続的に開催し、国、世田谷区、地元町会、地域で活動す
る住民等が水と緑のネットワークを考慮した二子玉川地区の河川整備、安全安心の地域づくり、多摩
川の利活用、動線、歴史、景観に配慮した整備等の方針・整備内容に関する意見交換を行っています。

■世田谷区豪雨対策行動計画で、本地区を含む玉川・野毛地区を「流域対策推進地区」に位置付けてい
ます。公共施設における、雨水が河川に流れ込まないよう貯留・浸透させる対策を強化しています。
また、民間施設での、雨水流出抑制施設（雨水浸透施設、雨水タンク）の設置の助成を上限額を引き
上げるなど積極的にすすめています。

○西地区において導入されたゾーン30の検証
を進め、生活道路の交通安全に配慮した街づく
りを進めます。また、商店街の連続性の確保によ
り、にぎわいとコミュニティの充実を図ります。

■町会を中心に商店街、事業者、学校・PTA、警察署・区が協働して交通安全に取り組んでおり、平成２
６年に玉川４丁目、平成２８年に玉川３丁目に「ゾーン３０」が住民組織の発意で導入されました。また、
二子玉川地区交通環境浄化推進協議会では、地域の交通安全の課題解決や啓発活動などに引き続
き取り組んでいます。

○玉川三丁目地区は、地区街づくり計画に基づ
いて老朽建築物の不燃化や区画道路の整備を
進めるなど、安全な市街地の形成を図ります。

■玉川三丁目地区地区街づくり計画に基づき、国の補助を受けながら区画道路の整備を進めています。
＊地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計３４件
■準防火地域の指定がされ、火災や延焼に強い建物が建てられています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

⑫二子玉川駅周辺地区での取組み

■多摩川河川敷の活用

河川敷でキッチンカーによる飲食事
業を行ったり、緑豊かな環境を活か
して、柔軟な働き方やオフィスを創
出する取組み、自由に使えるスペー
スレンタル事業などを実施していま
す。

（出典：地区街づくり計画パンフレット）

区画道路として幅員４ｍを
確保する道路

■「玉川三丁目地区地区街づくり計画」に
基づく区画道路の整備

歩行者
通路

■二子玉川駅～二子玉川公園の歩行者通路の整備

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑬ 用賀駅周辺地区

●

○駅前を中心に商業・業務機能の集積を図りな
がら、周辺の住宅地と調和した市街地の形成を
図ります。
また、都市計画道路の補助212号線の整備にあ
わせて、隣接する桜新町駅周辺地区と一体と
なった沿道環境の形成を図ります。

■用賀駅周辺地区地区計画で、商業・業務、住宅、文化施設の調和を図るゾーニングがなされています。
＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計１０件
■用賀2丁目～用賀４丁目間の補助212号線（事業延長約600ｍ、幅員15ｍ）は、東京都により街路築
造工事、擁壁設置工事が進められています。

■商店街の街づくり協定で、１階の用途を店舗に誘導する用途制限や、オープンスペースの確保のため
に壁面後退を定め、にぎわいの連続する商店街づくりを区民主体で行っています。

○豪雨・浸水対策を推進し、水害に強い街づくり
を進めます。

■世田谷区豪雨対策行動計画で、本地区を含む『用賀３、４丁目・上用賀地区』を「流域対策推進地区」
に位置付け、一部の公共施設に対する対策を強化するほか、民間施設に対する雨水浸透施設設置助
成の上限額を引き上げて取り組んでいます。

■東京都は、谷沢川流域の浸水被害を防ぐため、環八通り等の地下にトンネル構造の「谷沢川分水路」
の工事を進めています。世田谷区は、事業が円滑に進むよう東京都と連携・調整を図っています。

玉川地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

⑬用賀駅周辺地区での取組み

■「流域対策推進地区」による豪雨対策
（➈馬事公苑周辺地区、⑬用賀駅周辺地区 共通）

玉川地域の流域対策推進地区

⚫ 用賀３、４丁目・上用賀地区

⚫ 中町・上野毛地区

⚫ 尾山台・奥沢地区

⚫ 玉川・野毛地区

■「用賀駅周辺地区地区計画」に基づく街づくりの実施

平成元年に「用賀駅周辺地区地区計画」を策
定し、商業・業務、住宅、文化施設の調和を図
るゾーニングがなされています。また、用賀
プロムナードの整備等が盛り込まれています。

流域対策推進地区

地区計画計画図
（出典：地区計画パンフレット）

（出典：世田谷区豪雨対策行動計画（改定）
令和4年3月）

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る

12
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地区名 アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑭ 環八沿道地区 ○沿道地区計画に基づき、後背地の住宅地との調和を図り
ながら商業・業務地として誘導するとともに、建築物の
不燃化を促進し、みどりとうるおいのある良好な沿道の
街なみを形成します。

■世田谷区環状八号線沿道地区計画（砧公園・上用賀地区、瀬田・玉川台地区、瀬田・上野毛・野毛地区、野毛・等々
力・中町地区、玉川田園調布地区、東玉川地区）に基づき、後背地域へ騒音が伝わることを防ぐため、建築物の間
口率の最低限度、高さの最低限度、構造に関する遮音及び防音上必要な制限を定めています。また、壁面の位置
や用途の制限、緑化のルール等を設け、良好な沿道の街なみ形成を誘導しています。

＊沿道地区計画・地区街づくり計画の届出実績は（H27～R5）は累計２５８件
■防火地域の指定がされ、火災や延焼に強い建物が建てられています。
■風致地区の区域内では、みどりを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

⑮ 玉川田園調布一・二丁目地
区

○地区計画および地区街づくり計画に基づき、敷地の細分
化防止、壁面線の指定、緑化などを進めるとともに、地域住
民と協働してみどり豊かでゆとりのある住宅街の形成を図
ります。

■玉川田園調布一・二丁目地区地区計画・地区街づくり計画で、敷地面積の最低限度（130㎡・160㎡）、壁面の後
退、緑化ルールなどを定めています。

＊地区計画・地区街づくり計画の届出実績は（H27～R5）は累計１０８件
■地区計画等に盛り込めない住民同士の約束事を、玉川田園調布一・二丁目地区まちづくり協定で定めています。
地区街づくり計画より厳しい緑化基準のほか、マンションの管理、敷地売却前の相談の仕組み、プライバシー等
に関することを取り決めており、区民主体の街づくりを行っています。

■風致地区の区域内では、ゆとりある住環境を守るため壁面の後退や建物の高さが制限されています。また、みど
りを守るため、緑化率の基準を厳しくしています。

⑯ 目黒通り地区 ○目黒通りが緊急輸送路であることなどを踏まえ、地区街
づくり計画に基づき、沿道の建築物の耐震化・不燃化を
進めます。

■目黒通り地区地区街づくり計画で、沿道の建築物を耐火建築物および準耐火建築物とし、ピロティなど火が通り
抜ける構造を制限することで、火災や輻射熱が周辺に広がらないようにします。また、内装の不燃化や窓の落下
防止、塀の設置を制限して、災害時に目黒通りを安全に避難できるようにします。

＊地区街づくり計画の届出実績（H27～R5）は累計７３件
■防火地域の指定がされ、火災や延焼に強い建物が建てられています。
■東京都は、「目黒通り」を特に重要な道路である「特定緊急輸送道路」に指定しており、その沿道で耐震性能が不
足している建築物の耐震化に対して費用助成などを行い、耐震化を重点的に進めています。

玉川地域

⑭環八沿道地区、⑯目黒通り地区での取組み

■「世田谷区環状八号線沿道地区計
画」に基づく街づくりの実施

地区計画（パンフレット表紙）

（東京都耐震ポータルサイトHPより）

地区計画や地区街づくり計画により、後背地への騒音軽
減や、沿道の緑化を促進しています。
災害時の特定緊急輸送路となるため、沿道の建築物に対
し、耐震化支援を行っています。

緊急輸送道路：震災時に避難や救急・消火活動、緊急物資
輸送の大動脈となる幹線道路。被害を最小化し、早期復
旧を図るためには緊急輸送道路沿道の耐震化を進め、建
物の倒壊による道路閉塞を防止することが重要。

尾山台

九品仏

等々力

目黒通り地区区域図

■「目黒通り地区地区街づくり計画」に基
づく街づくりの実施

⑮玉川田園調布一・二丁目地区での取組み

■「玉川田園調布一・二丁目地区地区計画」に基づく街
づくりの実施

敷地面積の最低限度 （出典：地区計画パンフレット）

160㎡

１３０㎡

１６０㎡

平成12年に「玉川田園調布一・二丁目地区計画」を策定し、敷地の細分化防
止、壁面の位置の制限、緑化を進め、緑豊かな住環境の維持・向上が図られ
ています。

アクションエリアの方針と取組み内容

２．既に策定された地区計画などに基づき、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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